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1.はじめに
近年の高気密 ･高断熱住宅は,換気が十分に行われてい
ないと室内における空気の汚染が深刻になる.我々は,空
気汚染物質であるアンモニアに対する観葉植物の浄化特性
について調べてきたM.本研究では,植物本来の浄化能力
を測定するために,被験植物と同程度の大きさの造花を用
いて吸着部分を調べた,また,アンモニア浄化能力とCO2
吸収能力の関係について調べた.被験植物として,ポ トス
(葉面積 2相5cm2)とスパティフィラム (葉面積 1539cm2)
を用いた.アンモニアは環境省により悪臭22物質に指定さ
れている.
2.実験方法
被験植物または造花をチャンバー内に設置し,アンモニ
アの吸着浄化特性を計測した.図 1に計測システムの概略
図を示す.計測システムは,入口気象器,アクリル製のチ
ャンバー,各種センサ (酸化スズ系ガスセンサ,温度 ･湿
度センサ,光センサ,CO2センサ)からなる.センサ出力
はjUDコンバータを介し,8秒毎または 10秒毎にサンプリ
ングされる.外部からの太陽光は速断 し,チャンバー内の
明るさを昼白色光蛍光灯により,約 1001uxに制御 した.チ
ャンバ-内の温度は21℃に設定した.ポ トス鉢-の潅水は
実験日の午前6時に行った.漁り定開始からl時間 20分複に
チャンバー内に汚染物質のアンモニアをマイクロシリンジ
により注入し浄化特性を調べる.
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図 1.計測システム図
3.実験結果と考察
各被験植物と造花のアンモニアの浄化特性を図 2に示す.
この図は,センサ応答をピ-ク値で割ることにより規格化
したものである.アンモニアを注入しセンサ応答がピーク
に適した後,急激にアンモニア濃度が低下している.これ
は,ポ トス ･スパティブイラムだけでなく造花でも同じよ
うな結果が得られていることから,植物やチャンバー壁面
にアンモニアが吸著 し濃度が低下したと考えられる.この
ため浄化能力を測定するには吸着の部分を切り離 して考え
る必要がある.造花の吸着による濃度低下は,サンプリン
グ3000回以降では,ほとんどなくなり平衡状態になること
から,これ以降の植物による濃度低下は浄化によるものと
考えることができる,そこで,アンモニア浄化能力を図 2
のサンプリング3000回から7000回までのグラフの傾きで
評価した.ポ トスの平均値 6.5X10∧15は,スパティフィラ
ムの平均値は 3.5×苛0<-5で,ポ トスの方が浄化能力が高い
ことがわかった.このアンモニア浄化能力と二酸化炭素吸
収能力との相関性を図3に示す.両者の相関係数は0.58で
あり,比較的高い相関性が認められた.アンモニア浄化能
力が高い時にはCO2吸収能力も高い結果となった【2].
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図 3ア ンモニア浄化能力とCO2吸収能力の関係
4.まとめと今後の課層
本研究では,造花を用いた吸着部分の計測,アンモニア
浄化能力とCO2吸収能力の関係について調べた.造花実験
の結果からアンモニア濃度の初期低下部分は吸着であるこ
とが明らかになった.また,造花では初期濃度まで低下す
ることはないが,観葉植物の場合は初期漉度まで低下する
可能性が示唆された,アンモニア浄化能力とCO2吸収能力
の関係を調べたところ,相関係数が 0.58という比較的高い
相関性が認められた.今後は,アンモニア以外の汚簸物質
での測定や被験植物の種類を追加 し測定を行 う予定である.
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